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>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

１．新年のごあいさつ 

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

 新年あけましておめでとうございます。 

 本年もどうぞよろしくお願いもうしあげます。 

 昨年末は政権交代が行われ、多くの方にとって「一票」で日本を変えることのでき

る実感を感じたことと思います。 

 今年こそ、再び「日昇る日本」にしたいと思っています。 
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>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

２．中国商標法の改正（１月いっぱいの緊急情報） 

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

 中国の指定役務に、薬品関係の小売り等役務が追加されたようです。 

 施行後特例期間（２０１３年１月１日から１月３１日）に出願すれば、同日出願扱

いとなるようです。この特例期間は１月いっぱいですので、急いで以下の情報をお知

らせします。 

 

 中国商標局によると、2013年 1月 1日より、中国商標出願の指定役務第３５類に、

「医薬用、獣医用、衛生用製剤及び医療用品の小売又は卸売り役務」、「薬品の小売又

は卸売り役務」、「薬剤の小売又は卸売り役務」、「衛生製剤の小売又は卸売り役務」、

「医療用品の小売又は卸売り役務」、「動物用薬品の小売又は卸売り役務」、「動物用薬

剤の小売又は卸売り役務」という 7つの役務が追加された旨の情報が入りました。 

 追加された役務に関する出願には、特例期間があり、2013 年 1 月 1 日から 1 月 31

日までに行った商標出願は、同日出願と見なされるとのことでした。特例期間内の第

三者による先取り出願を防ぐためにも、上記役務に関する商標出願をご希望のクライ

アント様は、早急に弊所にご連絡頂きますようお願いいたします。 

 


